
 

平成 28 年度第 1 回日進市下水道事業受益者分担金制度検討委員会議事録 

 

 １ 開催日時 

平成 28 年 7 月 26 日（火）午前 10 時 00 分から午前 11 時 10 分まで 

 ２ 開催場所 

日進市役所本庁舎 4 階 第 1 会議室 

 ３ 出席者 

武田好正、坪井秀之、馬路充江、齊藤由里恵、松澤宏郎、小林里美 

 ４ 事務局 

遠松誠（建設経済担当部長）、志水浩二（建設経済部次長兼産業振興課長）、 

加藤慎司（下水道課主幹）、上川原清人（下水道課長補佐兼業務係長）、 

岸茉理奈（下水道課業務係主事） 

 ５ 傍聴の可否・有無 

    可・なし 

 ６ 議題 

    委員長及び副委員長の選出 

 ７ 議事 

事務局 

 

 

 

 

 
 
 

建設経済担当部長 
 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各委員 

 

 

事務局 

 

 

【午前 10 時 00 分開始】 

 定刻となりましたので、ただいまから平成 28 年度第 1 回日進市下水道

事業受益者分担金制度検討委員会を開催します。私は、建設経済部次長

の志水と申します。よろしくお願いいたします。 

 会の開催に先立ちまして、建設経済担当部長の遠松よりご挨拶をさせ

ていただきます。 

 

（あいさつ） 

 

委員の皆さまには、事前に委嘱書を交付させていただいておりますが、任

期は、平成 28年 7月 1日から平成 29年 6月 30日までの 1年間となってお

ります。1年間よろしくお願いいたします。 

 さて、配布資料「日進市下水道事業受益者分担金制度検討委員会委員名

簿」の記載順に、委員の皆さまをご紹介いたします。お手数ですが、簡

単にご挨拶をお願いいたします。 

 始めに、配布資料「日進市下水道事業受益者分担金制度検討委員会設

置条例」第 3 条第 2 項第 1 号に基づく、学識経験者の方をご紹介いたし

ます。 

  

（あいさつ） 

 

  

次に、条例第 3 条第 2 項第 2 号に基づく、市民委員の方をご紹介いた

します。市民公募委員を募集し、選考の結果選ばれました委員の方です。 



 

各委員 

 
 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

議長代理 

 

 

 

 
 

事務局 

 

議長代理 

 

 

 
 

事務局 

 

 

 

 

 
 

議長代理 

 

 

 
 

委員 

 

 

議長代理 

 

 

 
 

委員 

 （あいさつ） 

 

 以上、6 名の皆さまによる委員構成となります。 

 続きまして、事務局の職員を順に紹介させていただきます。 

 （順に起立しあいさつ） 

 以上、私を含め 4 名となりますのでよろしくお願いいたします。 

 さて、本日の出席委員は 6 名でございます。会議の開催につきまして

は、条例第 6 条第 2 項の規定に基づき、委員総数の過半数に達しており

ますので、会の成立をあらかじめ確認させていただきます。 

 それではこれより議事に入らせていただきます。委員会の議長につき

ましては、配布資料「日進市下水道事業受益者分担金制度検討委員会設

置条例」第 6 条第 1 項の規定により、「委員会の会議は、委員長がその議

長となる」ものとされておりますが、委員長が決定するまでの間は、建

設経済担当部長が、仮の議長を務めさせていただきますのでご了承くだ

さい。  

 

 ただ今、事務局より説明させていただきましたとおり、仮の議長を務

めさせていただきます。議事がスムーズに進行しますよう、皆さまのご

協力をお願いいたします。 

 まず、会議の公開についてですが、本日傍聴の申込みはありますか。  

 

 ありません。 

 

 申込みはないとのことですので、本日の傍聴者はなしとなります。 

 それでは、議題に移りたいと思います。議題「委員長及び副委員長の

選出」について、事務局より説明をお願いします。 

 

 「委員長及び副委員長の選出」についてご説明をさせていだきます。配布

資料「日進市下水道事業受益者分担金制度検討委員会設置条例」第５条第２

項をご覧ください。 

 委員長の選出は、条例において、「委員の互選により選任する」ものとさ

れております。 

 

 ただいま、事務局より説明がありましたが、委員長は、委員の互選に

より選任するとなっておりますので、自薦、他薦問わずご意見はござい

ませんか。 

 

 委員名簿の経歴を見ますと、武田委員が委員長として適任と考え、推

薦します。 

 

 ただいま推薦をいただきました。他にございませんでしょうか。 

 無いようですので、武田委員を委員長とすることに異議ございません

か。 

 

異議なし 



 

議長代理 

 

 
 
 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

 
 
 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

事務局 

 

 

 
 
 

 
 

議長 

 

 
 

 

委員 

 

 
 

 

事務局 

 

 

 

 
 
 

 

委員 

 

 

事務局 

 ありがとうございました。異議なしということですので、武田委員を

委員長とすることに決しました。それでは、武田委員に委員長就任のご

挨拶をいただき、議長として今後の会議の進行をお願いいたします。 

 

（あいさつ） 

引き続き、副委員長の選出について事務局より説明をお願いします。 

 

 副委員長の選出についてご説明をさせていだきます。配布資料「日進

市下水道事業受益者分担金制度検討委員会設置条例」第 5 条第 2 項をご

覧ください。 

 副委員長の選出は、条例において、「副委員長は、委員のうちから委員

長が指名する」ものとされております。 

 

 ただいま、事務局より説明がありましたが、「副委員長は、委員長が指名

する」と定められておりますので、私より指名いたします。委員名簿の経歴

から、齊藤委員が副委員長として適任と考え、指名しますので、よろしく

お願いします。 

以上で、本日の議題は、全て終了いたしました。 

 なお、今後の受益者分担金制度の検討を進めるにあたり、まずは、日

進市の公共下水道事業を知っていただきたいと思いますので、事務局よ

り、日進市の公共下水道事業の概要について説明をお願いします。 

 

 それでは、日進市の公共下水道事業の概要についてご説明をさせてい

ただきます。 

 （ホワイトボード、資料を用いて説明） 

 説明は以上となります。 

 

 ありがとうございました。 

 事務局より説明がありました内容について、ご質問、ご意見はありま

すか。 

 

 市街化調整区域で、野方町など、既存整備区域から離れていないにも

かかわらず、広く整備区域外となっている場所があるのは、どのような

理由ですか。 

 

 ご指摘のあった区域は、北部処理区の近くですが、北部処理区は処理

能力上ほぼ完成形であり、新たに区域を追加することは考えていません。

南部処理区として、どこまで管を延伸するかは、経済比較をしながら整

備を進めていく必要があるため、現在このような計画になっています。 

 

 

 

 10 年概成計画の中で、汚水処理人口普及率 95％を目指しているとのこ

とですが、各処理方法の内訳はどうなっていますか。 

 

 平成 37 年度末までの中期目標では、公共下水道 87.6％、農業集落排水 



 

 

 

委員 

 
 
 

事務局 

 

 
 

 
 
 

議長 

 
 

事務局 

 

 

 
 

議長 

0.2％、合併浄化槽 7.7％となっています。 

 

 日進市は下水道普及率が平均より低いとのことですが、全国と比較し

てどの程度遅れていますか。 

 

 平成 26 年度末の実績値ベースで、日進市の 68.9％に対して、全国が

77.6％ですので、まだまだ低い状況ですが、下水道事業に着手するのが

平成に入ってからと、他の市町村と比較して遅かったことが、原因の一

つとして考えられます。 

 

ありがとうございました。その他連絡事項はありあますか。 

 

次回の委員会は、受益者分担金制度を議題として、9 月下旬ごろに開催

したいと考えておりますのでご承知おきください。なお、資料につきま

しては、今回と同様に事前配布を予定しております。 

 

 その他、よろしいでしょうか。それでは以上をもちまして、本日の会議を

終了します。 

 

【午前 11時 10分終了】 

 

 


